
第４回下水道事業経営審議会



１．第3回目までの振り返り

１



区分 区域

公共下水道処理区 黒

農業集落排水処理区 緑

公共下水道処理区（計画区
域）

赤 ２



約3,000万円

３



財務構造のアンバランス：繰入金なしでは成り立たない

直接利用していない人を含む町民全体の負担が多く、「受益者負担の原則」からは乖離している現状。
４



国の目標のおよそ60％

５



急激な負担増を避ける「２段階改定」アプローチ（案）

６



R7

730

730

想

一律29％改定（基本料金 870円）

一律18％改定（基本料金 860円）
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２．令和7年度実績データより
決算報告前のため抜粋

８



下水道料金（令和６年4月1日現在）下水道料金(高知県内市町村)比較（令和６年度経営比較分析表から）

※ 令和６年度経営比較分析表（総務省）から作成
※ 同一自治体において複数の事業を実施している場合、料金が同一のものは処理区域人口が多いものを代表事業として掲載、料金が異なる場合はそれぞれ掲載
※ 平均料金は高知県内市町村の全下水道事業について計算

令和9年度に40％改定
令和14年度に基本料金1000円とし
国指標単価150円を目指した場合
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R14

R9
現行



３．答申（案）の確認
確定前のため掲載不可

※別紙を確認
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４．料金改定スケジュール
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料金改定のスケジュール

R9.4.1 施行
4月20日頃

5月請求分

5月20日頃

検針 検針

3月20日頃

検針

6月請求分
5月検針分（利用）

※（4月20日～5月19日）

4月検針分（利用）
※（3月20日～4月19日）

検針日は上水道と同様、毎月20日頃

4月1日に検針を行わないため、
4月1日～19日までの確定水量は分からない。
→期間中の使用料金は、旧料金で請求。

新料金

旧料金

【経過措置】
令和9年5月検針分以後の使用料について
適用し、令和9年4月検針分までの使用量
については、なお従前の例による。
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５．広報文（案）
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※別紙を確認



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いの町からのお知らせ 

令和 9 年５月検針日以降の使用分から 
（請求は６月分から） 

お問い合わせ先 いの町 上下水道課      088-893-1161 

いの町では、人口の減少による下水道使用料の減少が今後も見込まれるとともに、平成初期から稼働

している下水道施設の老朽化による維持管理や施設修繕などにかかる費用が膨大化している状況です。 

このような状況を改善し、将来にわたって安定的かつ持続的に下水道事業を運営するために、下水道

使用料を改定させていただくことになりました。 

使用者の皆さまには、ご理解ご協力の程よろしくお願いいたします。 

令和９年度は、基本料金・従量使用料ともに一律 40％増額改定します。 どう変わるの？ 

■ 下水道使用料改定の背景について 

【使用料収入の減少】 人口減少により使用料収入が減少しています。 

【施設の老朽化】 いの町の下水道事業は、事業開始から 36年が経過し、 

老朽化した処理施設や下水道管の更新が必要です。 

住みよい環境を創るため、 

いの町では下水道の整備に 

とりくんでいます 

■ 改定後の下水量使用料（1 ヶ月）（税抜） 

利用者の方々の負担を抑えて、段階的

（令和 9年度、令和 14年度）に、 

基本料金と、従量使用料を増額改定し

ます。 

案１ 



 

 

 

 

 

 

現在の使用量単価は、国が示す指標（１５０円／㎥）を大きく下回り、 

基本料金をみても、他の自治体と比較して大きく下回っています。 

   

これまで実施したコスト削減と強靭化の両立 

天王汚水処理場を廃止し、伊野浄水

苑へ統合することで、維持管理費の効

率化を図りました。 

震災時でも下水処理機能を失わないよ

う、中核施設である伊野浄水苑の耐震

化工事を実施しました。 

農業集落排水施設（八代・加田）

は、老朽化した機器の更新と機能診断

を行い、施設の強靭化を図りました。 

今後の料金見直し予定について 

施設の改修費のみならず、維持管理費も一般会計からの繰入金に頼らざるをえない状況となっており、今後も厳しい経

営状況が予想されます。 

適切なサービス対価を負担し、経営基盤を整えることは、世代を越えて下水道の恩恵と負担を分かち合う『世代間の公

平』を実現するための不可欠なプロセスです。 

 

今回のおよそ改定値 

今回の変更ですべてが解消されるわけではありません。まずは、目安である国の使用料単価指標に少しでも近づけるよう、

段階的に引き上げる予定です。 

 

現行料金 
R9 ※R14 予定 

一律 40％UP 

国指標 150 円／㎥ 

を達成 

将来を見据えた「３～5年ごとの見直し」： 

社会経済状況や人口動態の動向、物価変動等を

ふまえ、適宜料金水準の見直しを検討します。 

ただし、見直し時には、経営状況を再度確認すべ

く、審議会を開催します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いの町からのお知らせ 

令和 9 年５月検針日以降の使用分から 
（請求は６月分から） 

お問い合わせ先 いの町 上下水道課      088-893-1161 

いの町では、人口の減少による下水道使用料の減少が今後も見込まれるとともに、平成初期から稼働

している下水道施設の老朽化による維持管理や施設修繕などにかかる費用が膨大化している状況です。 

このような状況を改善し、将来にわたって安定的かつ持続的に下水道事業を運営するために、下水道

使用料を改定させていただくことになりました。 

使用者の皆さまには、ご理解ご協力の程よろしくお願いいたします。 

利用者の方々の負担を抑えて、段階的（令和 9 年度、令和 14 年度）に、 

基本料金と、従量使用料を増額改定します。 
どう変わるの？ 

■ 下水道使用料改定の背景について 

【使用料収入の減少】 

【施設の老朽化】 

いの町の下水道事業は、事業開始から

36年が経過し、老朽化した処理施設や

下水道管の更新が必要です。 

施設の改修費のみならず、維持管理費も一般会計からの繰入金に頼らざるをえない状況となっており、今後も厳しい経営状況が

予想されます。 

適切なサービス対価を負担し、経営基盤を整えることは、世代を越えて下水道の恩恵と負担を分かち合う『世代間の公平』を実現

するための不可欠なプロセスです。町民の皆様の、ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

■ 改定後の下水量使用料（1 ヶ月）（税抜） 

今後、老朽化する施設の更新など、インフラ整備

が必要ですが、現在の使用料収入では、下水道

事業経営に必要な費用すら賄えていません。 

人口減少により、使用料収入が減少し

ています。 

■ 持続可能なインフラを次世代に 

■ 現在の課題点 

案２ 



下水道料金計算例 

1 か月 25 ㎥使用した場合 

基本料金 730 円（0～8㎥までは一律） 

 

従量料金（25-8）㎥  

※使用分から基本料金水量分を控除 

125 円×（25-8）㎥＝2,125 円 

合計（税抜）2,855 円 

消費税 285 円    合計（税込）3,140 円 

令和９年度からの下水道利用料金早見表 

 

 

 

 

 

 

 

 

使

用

水

量 

基本料金 超過料金 税抜料金 消費税 税込 

使用料 

0 730 0 730 73 803 

1 730 0 730 73 803 

2 730 0 730 73 803 

3 730 0 730 73 803 

4 730 0 730 73 803 

5 730 0 730 73 803 

6 730 0 730 73 803 

7 730 0 730 73 803 

8 730 0 730 73 803 

9 730 125 855 85 940 

10 730 250 980 98 1,078 

11 730 375 1,105 110 1,215 

12 730 500 1,230 123 1,353 

13 730 625 1,355 135 1,490 

14 730 750 1,480 148 1,628 

15 730 875 1,605 160 1,765 

16 730 1,000 1,730 173 1,903 

17 730 1,125 1,855 185 2,040 

18 730 1,250 1,980 198 2,178 

19 730 1,375 2,105 210 2,315 

20 730 1,500 2,230 223 2,453 

21 730 1,625 2,355 235 2,590 

22 730 1,750 2,480 248 2,728 

23 730 1,875 2,605 260 2,865 

24 730 2,000 2,730 273 3,003 

25 730 2,125 2,855 285 3,140 

26 730 2,250 2,980 298 3,278 

27 730 2,375 3,105 310 3,415 

28 730 2,500 3,230 323 3,553 

29 730 2,625 3,355 335 3,690 

30 730 2,750 3,480 348 3,828 

31 730 2,905 3,635 363 3,998 

水道（例：20 ㎜口径の場合）を利用されている方は、上記に加え、 

メーター利用料 120 円 

基本料金625円（8㎥まで）＋超過料金（1㎥あたり 125円）2,125 円 

合計（税抜） 2,870 円 ＋消費税 287 円＝合計（税込）3,157 円 

水道料金＋下水道料金  お支払い総額 6,297 円 

31 ㎥～ 

従量料金が、1 ㎥あたり 155 円になります。 

 いの町の下水道料金見直しは、平成 23 年以来、15 年ぶりの改定となります。 

改定時期は、令和 9年 5月検針分（6月請求分）からの改定となります。 

今後も引き続き一層の経営努力を行ってまいりますが、下水道事業の持続可能な運営を進めるため、必要な改定となりますので、皆様のご

理解とご協力をお願いいたします。 

 


